







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Harrison， G. C.， Standard Costs， 1930. P. 263. 
営ゆめ
か る と
ら巨す
工大る
場 産 各
の業産
地の業
域発が
的生飛
分と躍
散共的
にに発
も、展
と企を
づ業遂
くはげ
複単
合純い
経経わ
営
形
態
の
生
産
へ
と
移
行
す
る
現
象
を
現
わ
し
始
め
、
経
営
管
理
に
つ
い
て
経
営
学
的
に
も
経
営
計
算
的
に
も
む
つ
か
し
い
問
題
が
起
り
始
め
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
現
象
は
、
単
に
米
国
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ド
イ
ツ
そ
の
他
先
進
各
国
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
(
一
九
一
0
年
代
)
の
事
情
を
米
国
に
そ
の
例
を
求
め
て
考
察
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
経
営
管
理
の
分
野
で
は
、
一
八
八
二
年
以
来
体
制
を
前
提
に
、
テ
イ
ラ
ー
(
司
・
4
司
・
吋
ω
1
2
)
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
科
学
的
管
理
法
(
2広
三
時
止
の
目
白
ロ
ω
m
O
B
O
E
)
は、
こ
の
思
考
の
多
数
の
唱
導
者
達
に
よ
っ
て
、
そ
の
機
械
的
な
合
理
性
原
理
の
確
立
、
現
場
活
動
の
機
械
化
、
人
間
作
業
資
本
家
的
自
由
私
企
業
な
ら
び
に
管
理
を
機
械
的
に
行
な
う
体
制
、
機
械
的
な
態
勢
を
つ
く
り
出
す
計
数
制
度
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
(
山
城
章
著
、
経
営
学
の
学
び
方
」
、
四
二
l
四
三
頁
参
照
〉
。
註
ド
イ
ツ
の
経
済
社
会
は
乙
れ
と
事
情
を
異
に
し
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
当
時
こ
九
一
0
年
代
)
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
す
で
に
米
国
の
科
学
的
管
理
法
の
思
考
は
伝
わ
っ
て
い
た
が
、
こ
の
思
考
に
対
す
る
一
般
の
社
会
感
情
は
非
常
に
悪
く
、
こ
の
思
考
を
一
般
企
業
の
労
務
管
理
な
い
し
経
営
管
理
に
適
用
す
る
乙
と
は
、
一
種
の
冒
険
に
属
す
る
事
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(
〈
m
f
z
B
2
2
t
E
〈
。
ュ
3
m
gロ
冨
r
z
f
開
zω
・
ω・
0
・・伊
A0・u
司円。ロ
N
・
。
・
・
同
ユ
己
}
向
島
2
叶
ωヱ。円印可
mwZ自由・」
UM0
・)。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
務
管
理
な
い
し
経
営
管
理
は
、
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
に
あ
る
。
「
部
門
計
算
表
」
(
虫
色
Z
ロ
gmoロ
)
に
よ
る
部
門
費
管
理
を
通
じ
て
行
な
だ
が
こ
れ
と
同
時
に
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
科
学
的
管
理
法
の
唱
導
者
達
が
経
営
計
算
制
度
に
対
し
て
も
関
心
を
も
ち
始
め
て
エ
マ
l
ス
ン
氏
(
明
日
2
8
p
国
-w
、円
y
o
z
o品
2
ロ
叶
}
回
。
。
門
司
え
れ
。
己
〉
。
。
。
ロ
ロ
江
口
問
・
宮
口
開
民
宮
芯
ロ
の
可
ωωω
回
2
2
向
。
円
。
同
X
w
g
z。ロ
ωロ
円
四
垣
内
wmg-
一
UO∞
・
)
や
、
ガ
ン
ト
氏
(
の
ωロ
F
出
・
F
-
w
吋
VO
河
己
主
芯
ロ
σ
2
4
2
0ロ
司円。向山口
2
Zロ
ωロ円四ハ
U
2
2・〉・
ω・
冨
-
F・
叶
E
ロ
S
2
Zロ
〈
。
-
・
ω
一
「
・
)
や
ハ
リ
ス
ン
氏
(
国
民
巴
g
p
。
-
p・
ゎ
。
丘
〉
2
。ロ
5
・
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
E
m
件
。
〉
広
M
M
円
。
仏
ロ
の
神
宮
p
o
n件、一∞一∞・
hw
富
民
の
目
f
-
u
-
u
・
)
な
ど
の
科
学
的
管
理
法
の
推
進
者
達
が
、
当
時
(
一
九
一
0
年
代
)
財
務
会
計
の
補
助
的
関
係
に
あ
っ
た
原
価
計
算
に
対
し
て
、
管
理
性
を
欠
い
だ
回
顧
的
計
算
(
円
2
3唱
。
立
言
。
8
2
ω
2。
ロ
ロ
神
宮
間
)
で
あ
る
と
激
し
く
非
難
し
ま
た
改
善
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
註
当
時
二
九
一
0
年
代
}
原
価
計
算
が
財
務
会
計
の
補
助
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
ほ
ド
イ
ツ
も
変
り
は
な
い
(
土
岐
政
蔵
著
、
七
三
「
計
算
価
格
責
任
会
計
序
説
経
営
と
経
済
論
」
、
六
五
l
八
二
頁
参
照
)
七
四
ま
た
、
伝
統
的
実
際
原
価
計
算
の
経
営
管
理
性
の
欠
如
に
対
す
る
批
判
は
、
ド
イ
ウ
で
は
別
の
形
で
現
わ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
Q
周
知
の
よ
う
に
、
シ
ュ
マ
I
レ
ン
バ
ッ
ハ
教
授
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
費
用
分
解
」
(
問
。
己
gω
ロ
2
0∞
5
m
)
思
考
(
一
入
八
九
年
に
始
ま
る
)
、
計
算
価
格
(
〈
2
5
n
E
E関
与
円
包
括
)
思
考
こ
九
O
入
l
九
年
)
、
二
元
的
経
営
計
算
(
ロ
E
-
z
z
z
Z
∞2
1
0
z
z
n
yロ
ロ
ロ
ぬ
)
思
考
二
九
一
九
)
な
ら
び
に
グ
エ
ス
テ
(
ロ
戸
』
巳
・
出
・
唱
。
己
)
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
職
場
原
価
(
宝
三
井
0
1
3
)
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
Q
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
標
準
原
価
計
算
の
創
始
者
で
あ
る
ハ
リ
ス
ン
氏
が
、
「
エ
マ
l
ス
ン
氏
の
唱
導
し
た
標
準
原
価
(
筆
者
註
・
こ
れ
は
エ
マ
l
ス
ン
氏
の
前
掲
書
第
七
章
「
原
価
計
算
の
現
代
理
論
」
で
説
か
れ
た
)
は
、
当
時
(
一
九
一
0
年
代
)
の
職
業
会
計
士
達
に
対
し
て
殆
ん
ど
感
銘
を
与
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
私
が
(
ハ
リ
ス
ン
氏
)
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
一
九
年
三
月
に
か
け
て
雑
誌
産
業
経
営
の
誌
上
に
お
い
て
発
表
し
た
「
生
産
の
助
け
と
な
る
原
価
計
算
」
な
る
論
文
以
外
に
は
つ
い
に
職
業
会
計
士
の
手
に
な
る
論
文
と
い
う
も
の
は
一
つ
も
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
』
(
国
ω円己
S
F
D・
戸
、
ω
gロ門
Z
E
n
s
z
w
一回
ω
0
・
2
y
コ
i
-
N・
)
乙
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
き
、
こ
の
論
述
の
行
聞
か
ら
読
み
取
り
得
る
よ
う
に
、
一
九
一
0
年
代
の
末
期
頃
ま
で
の
一
般
な
ん
と
い
っ
て
も
企
業
資
本
の
増
減
を
具
体
的
(
貨
幣
の
収
支
・
財
貨
の
増
減
)
な
ら
び
に
抽
象
的
(
費
用
・
収
益
)
な
形
で
記
録
計
算
を
行
な
う
物
的
体
系
の
計
算
で
あ
る
財
務
会
計
な
い
し
一
般
会
計
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
の
関
心
は
、
〔
B
〕
物
的
計
算
時
代
か
ら
責
任
計
算
時
代
へ
の
発
展
経
営
管
理
に
関
す
る
諸
問
題
は
、
一
九
二
0
年
代
に
な
っ
て
か
ら
は
さ
ら
に
複
雑
か
っ
困
難
な
も
の
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
乙
と
か
ら
み
て
も
(
冨
の
E
ロ
8
子」・
9
w
冨
ω
g
m
o己
主
〉
2
0ロ
5
5
m
w
↓∞
M
A
・
℃
-
W
A
U
Z
円
F
』
・
冨
・
・
開
。
。
ロ
。
日
仙
の
ω
。
向
。
〈
σ円
v
g門田・
SNω
・
(
u
g
u・一・
5
一
。
。
ZNW
開
・
回
-w
冨
ωロ
ω
m
O
B
O
E
2
2
5
m
g門
田
わ
。
三
円
。
-w
一
望
∞
・
℃
・
ω
・
)
、
当
時
(
一
九
二
0
年
代
)
の
企
業
の
経
営
管
理
問
題
が
、
い
か
に
複
雑
か
っ
困
難
な
事
態
に
直
面
し
て
い
た
か
と
い
う
乙
と
が
窺
え
る
c
と
同
時
に
、
従
来
の
伝
統
的
経
営
計
算
に
対
し
て
、
新
し
い
経
営
管
理
的
な
経
営
計
算
思
考
を
望
む
声
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
充
分
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
声
は
、
単
に
米
国
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
シ
ュ
マ
l
レ
ン
バ
ッ
ハ
教
授
が
一
九
二
六
年
の
「
商
学
研
究
雑
誌
」
(
N
-
F
F
戸
句
)
に
お
い
て
「
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、
こ
乙
に
従
来
と
異
な
っ
た
新
し
い
経
営
管
理
の
会
計
処
理
方
法
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す
望
ま
れ
る
」
(ω
の
町
自
己
g
g
o
F
開
-
w
U
広
君
巳
件
。
円
E
Eロ
ロ
何
色
。
司
自
。
E
己貯の
U
O
口
開
門
向
。
日
間
ω
円。。『ロ
E
M
m
-
N
・同
F
t
司
・
司
・
↓
∞
M
m
・
同
ω吋民間
-
N
0
・
)
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
ま
た
み
ら
れ
た
。
で
は
な
に
故
に
、
こ
の
よ
う
な
経
営
管
理
的
な
計
算
思
考
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
各
種
の
要
因
が
考
え
ら
れ
こ
れ
は
、
ゲ
エ
ツ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
次
掲
の
よ
う
な
四
つ
の
経
済
的
・
社
会
的
要
因
に
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
る
。
ど
が
、
う
(
の
C
O
R
・
開
・
∞
-
-
F
E
-
-
U
H
Y
U
1
5・)。
2 
産
業
規
模
の
拡
大
と
そ
の
経
営
の
複
雑
化
固
定
資
本
の
利
用
の
増
大
と
そ
の
重
要
性
3 
技
術
的
・
社
会
的
変
化
の
範
囲
の
拡
大
と
速
度
の
増
大
経
営
の
社
会
的
規
制
の
拡
大
こ
の
よ
う
に
、
経
済
社
会
の
発
展
、
そ
れ
に
伴
な
う
企
業
の
経
営
経
済
的
・
社
会
機
能
的
発
展
に
よ
っ
て
、
企
業
に
も
た
ら
さ
れ
た
上
4 
掲
の
四
つ
の
問
題
は
、
企
業
の
経
営
管
理
上
に
次
述
の
よ
う
な
課
題
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
要
因
か
ら
は
組
織
に
も
と
づ
く
全
体
的
な
い
し
総
合
的
経
営
管
理
の
必
要
性
を
、
第
二
の
要
因
か
ら
は
単
位
当
り
原
価
の
引
下
げ
の
必
要
性
を
、
第
三
の
要
因
か
ら
は
経
営
計
画
の
必
要
性
を
、
第
四
の
要
因
か
ら
は
記
録
と
報
作
の
必
要
性
が
課
せ
ら
れ
た
。
か
か
る
事
情
を
反
映
し
て
、
米
国
で
は
標
準
原
価
計
算
な
ら
び
に
予
算
統
制
な
ど
の
思
考
の
成
立
を
ム
る
に
至
勺
て
お
り
、
一
九
二
六
責
任
会
計
序
説
七
五
七
六
年
に
は
米
国
商
業
会
議
所
(
n
g
Bず
2
え
の
。
ョ
ヨ
2
2
。時丹
Z
d
E
2
ι
2
2
2
)
が
、
製
造
工
業
部
門
に
お
い
て
標
準
原
価
を
便
経
営
と
経
済
用
し
た
際
の
会
計
処
理
手
続
の
統
一
を
計
る
た
め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
(
わ
。
え
〉
2
。ロ
E
E
m
5
3
c
m
F
吾
。
dz
え
ω
gロ
E
E
ω
)
ま
で
発
行
し
て
い
る
(
回
ω
ロ
四
タ
】
・
同
J
H
ロ
円
宮
丘
三
巴
〉
2
0ロ
三
吉
岡
町
。
門
別
u
n
o
のロ片山〈
2
・一∞
ωG
・
u
・
ω
∞
民
・
)
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
で
は
比
例
原
価
計
算
・
短
期
損
益
計
算
・
経
済
計
画
(
予
算
)
か
か
る
思
考
の
成
立
を
み
た
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
、
伝
統
的
な
実
際
の
価
値
消
費
に
も
と
づ
く
経
営
計
算
思
考
に
本
質
的
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
同
時
に
、
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
の
成
立
す
る
た
め
の
条
件
が
備
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
-
計
画
原
価
計
算
な
ど
の
思
考
の
成
立
を
み
て
い
る
。
す
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
伝
統
的
な
経
営
計
算
制
度
上
の
記
録
体
系
に
、
科
学
管
理
法
上
の
標
準
思
考
、
さ
ら
に
は
予
算
思
考
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
・
標
準
比
較
に
よ
る
業
績
評
価
な
ら
び
に
計
画
・
実
際
比
較
に
よ
る
業
績
評
価
の
可
能
性
が
成
立
し
、
ま
た
経
営
管
理
組
織
の
発
達
に
よ
っ
て
職
制
上
の
責
任
・
権
限
と
会
計
数
値
と
の
結
び
つ
け
の
可
能
性
が
成
立
す
る
な
ど
、
乙
れ
ら
一
連
の
問
題
は
、
従
来
の
物
的
体
系
の
計
算
思
考
か
ら
人
的
体
系
の
責
任
計
算
思
考
へ
の
発
展
過
程
現
象
と
し
て
理
解
し
て
き
た
関
係
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
経
営
管
理
組
織
(
例
え
ば
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
制
度
の
発
達
)
・
経
営
管
理
思
考
な
い
し
方
法
(
例
え
ば
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)
の
発
達
に
よ
り
一
層
明
確
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
企
業
規
模
の
拡
大
に
伴
な
っ
て
一
企
業
内
部
に
お
け
る
各
種
の
経
済
活
動
の
結
合
・
調
整
・
監
督
が
困
難
と
な
り
、
乙
れ
を
打
開
す
る
た
め
経
営
者
は
自
己
の
責
任
と
権
限
を
下
部
管
理
者
に
委
譲
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
経
営
部
門
の
機
能
的
専
門
化
と
権
限
の
委
譲
が
進
む
に
つ
れ
て
、
部
門
管
理
者
達
が
部
門
自
体
の
目
的
な
い
し
目
標
に
向
っ
て
蓮
進
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
乙
の
結
果
、
最
高
経
営
管
理
者
と
経
営
部
門
管
理
者
と
の
関
係
は
、
責
任
と
権
限
と
の
委
譲
関
係
を
通
じ
た
人
的
関
係
と
な
る
。
か
く
て
、
最
高
経
営
管
理
者
が
下
部
管
理
者
に
責
任
と
権
限
を
委
譲
す
る
場
合
、
最
高
経
営
管
理
者
達
は
、
下
部
管
理
者
が
そ
の
委
譲
し
た
責
任
と
権
限
を
正
し
く
行
使
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
何
等
か
の
手
段
を
必
要
と
す
る
。
こ
こ
に
、
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
成
立
の
前
提
と
し
て
の
経
営
計
算
制
度
の
人
的
体
系
化
の
認
識
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
結
果
、
経
営
管
理
の
た
め
の
会
計
は
、
従
来
の
よ
う
に
経
営
管
理
の
た
め
の
用
具
と
し
て
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
経
営
の
全
管
理
過
程
の
構
成
要
素
の
一
部
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
(
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責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
の
性
格
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
の
性
格
は
、
こ
れ
を
端
的
に
い
え
ば
、
企
業
資
本
の
増
減
を
人
間
の
責
任
と
権
限
に
結
び
つ
け
て
記
録
計
算
を
行
な
う
経
営
計
算
制
度
の
人
的
体
系
化
に
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
は
表
面
的
に
は
あ
た
か
も
経
営
管
理
者
に
関
心
の
深
い
も
の
、
い
い
換
え
れ
ば
経
営
管
理
者
に
必
要
な
会
計
知
識
で
あ
っ
て
、
会
計
係
に
は
関
心
の
う
す
い
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に
聞
え
る
。
だ
が
、
実
際
に
は
、
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
は
、
広
範
な
経
営
管
理
者
達
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
各
階
層
の
経
営
管
理
者
、
い
い
換
え
れ
ば
上
級
管
理
者
層
・
中
級
管
理
者
層
・
下
級
管
理
者
層
の
活
動
と
関
連
し
て
お
り
、
多
く
の
人
々
に
関
心
の
も
た
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
企
業
の
経
済
活
動
を
費
用
と
収
益
な
ら
び
に
原
価
と
給
付
の
発
生
の
統
一
的
活
動
と
考
え
る
な
ら
ば
、
財
務
会
計
な
い
し
一
般
会
計
が
、
一
定
期
聞
に
実
際
に
発
生
し
た
費
用
・
収
益
の
差
額
と
し
て
の
利
益
を
計
算
的
に
確
定
す
る
こ
と
を
一
般
的
な
課
題
と
す
る
計
算
機
構
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
は
、
一
定
期
間
の
乙
の
利
益
を
一
定
の
経
営
計
画
に
も
と
-
つ
い
て
予
定
し
、
し
か
も
こ
の
予
定
利
益
の
構
成
要
素
で
あ
る
予
定
費
用
な
ら
び
に
予
定
収
益
に
基
づ
い
て
、
企
業
経
営
に
お
け
る
職
制
上
の
組
織
の
な
か
で
委
譲
さ
れ
た
責
任
と
権
限
と
に
直
接
結
び
つ
け
て
、
実
際
に
発
生
し
て
き
た
費
用
と
収
益
な
ら
び
に
原
価
と
給
付
と
を
常
時
継
続
的
に
管
理
す
る
こ
と
を
通
じ
て
経
営
を
管
理
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
計
算
機
構
で
あ
る
。
か
く
て
、
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
責
任
会
計
序
説
七
七
経
営
と
経
済
七
7¥ 
は
、
費
用
と
収
益
な
ら
び
に
原
価
と
給
付
の
発
生
に
責
任
の
あ
る
上
述
の
各
階
層
の
経
営
管
理
者
達
に
閣
連
せ
し
め
て
、
そ
の
企
業
の
経
済
活
動
が
測
定
し
得
ら
れ
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
会
計
組
織
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
職
制
上
の
組
織
の
な
か
で
委
譲
さ
れ
た
責
任
と
権
限
に
会
計
数
値
が
直
接
結
び
つ
く
よ
う
に
組
織
さ
れ
た
会
計
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
よ
う
に
、
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
の
も
と
で
は
、
企
業
の
経
営
管
理
が
各
階
層
の
経
営
管
理
者
達
の
責
任
と
権
限
に
結
ぴ
つ
い
た
会
計
‘
数
値
に
基
づ
く
報
告
に
直
接
関
連
せ
し
め
て
行
な
わ
れ
る
た
め
企
業
全
体
な
い
し
行
動
の
一
貫
性
の
観
点
か
ら
、
一
定
の
計
画
の
も
と
に
打
立
て
ら
れ
た
管
理
目
標
、
す
な
わ
ち
一
定
の
経
営
計
画
に
も
と
。
つ
い
て
予
定
さ
れ
た
利
益
目
標
に
従
っ
て
業
績
の
評
価
の
行
な
わ
れ
る
目
標
計
算
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
か
く
て
、
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
で
は
、
会
計
報
告
は
人
格
化
さ
れ
、
そ
の
た
め
各
階
層
の
経
営
管
理
者
の
経
済
活
動
に
対
す
る
報
告
は
、
各
階
層
の
経
営
管
理
者
達
の
責
任
・
権
限
と
、
諸
費
用
・
諸
収
益
な
ら
び
に
諸
原
価
・
諸
給
付
の
発
生
場
所
と
そ
の
帰
属
と
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
会
計
数
値
が
集
計
さ
れ
た
会
計
報
告
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
以
上
の
考
察
か
ら
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
の
性
格
は
、
次
述
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
定
の
経
営
計
画
(
基
本
計
画
と
業
務
計
画
)
の
も
と
に
予
定
さ
れ
た
企
業
の
利
益
目
標
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
測
定
標
準
に
従
っ
て
業
績
評
価
の
行
な
わ
れ
る
よ
う
構
成
さ
れ
た
目
標
計
算
の
計
算
体
系
で
あ
る
。
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
の
あ
る
諸
問
題
が
含
ま
る
た
め
、
稿
を
改
め
て
詳
述
す
る
。
)
2 
費
用
と
収
益
な
ら
び
に
原
価
と
給
付
を
職
制
上
の
組
織
の
な
か
で
委
譲
さ
れ
た
責
任
と
権
限
に
直
接
結
び
つ
け
て
そ
の
業
績
を
測
定
し
得
る
よ
う
勘
定
分
類
を
特
別
に
工
夫
し
た
会
計
組
織
で
あ
る
。
3 
会
計
資
料
を
各
階
層
の
経
営
管
理
者
達
の
責
任
と
権
限
と
の
関
係
に
お
い
て
報
告
す
る
、
い
い
換
え
れ
ば
会
計
報
告
が
人
格
化
さ
れ
た
会
計
制
度
で
あ
る
。
従
来
の
よ
う
に
、
経
営
管
理
の
た
め
の
用
具
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
経
営
の
全
管
理
過
程
の
構
成
要
素
の
一
部
と
し
て
の
会
計
制
度
で
あ
る
。
か
く
て
、
か
か
る
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
が
確
立
さ
れ
る
た
め
に
は
、
責
任
と
権
限
と
が
正
し
く
委
譲
さ
れ
た
経
営
管
理
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
前
提
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
要
す
る
に
、
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
は
、
企
業
の
経
営
管
理
組
織
と
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
行
な
わ
れ
る
人
的
体
系
の
会
計
で
あ
る
と
い
え
る
。
以
上
簡
単
で
は
あ
る
が
、
4 
責
任
会
計
な
い
し
管
理
会
計
の
発
達
の
歴
史
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
上
述
し
て
き
た
論
述
の
中
に
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
説
明
を
必
要
と
す
る
部
分
を
多
数
含
ん
で
い
る
が
、
本
首
題
と
の
関
係
で
あ
酔
え
て
省
略
し
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
具
体
的
内
容
と
共
に
展
開
す
る
こ
と
に
す
る
。
責
任
会
計
序
説
七
九
